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な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
で
１
２
８
３
万
６

８
４
５
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平成22年10月１日

130号

〒811-3437 宗像市久原180
市民活動交流館

（メイトム宗像）２階
TEL 0940-37-1300

発　行
社会福祉法人

宗像市社会福祉協議会

10月１日～12月31日

　
日
本
で
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
っ
て
60
年
以
上
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
会
経

済
状
況
も
急
激
な
変
化
を
み

せ
、
人
々
の
生
活
も
意
識
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
共
同

募
金
は
、
人
々
が
と・

・

・

も
に
生

き
て
い
こ
う
と
い
う
「
た
す

け
あ
い
」の
心
に
支
え
ら
れ
、

人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
は
、
募
金
が
集

ま
っ
て
か
ら
使
い
み
ち
を
決

め
る
募
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
事
前
に
地
域
福
祉
の
た
め

に
使
い
み
ち
の
計
画
を
立
て

ま
す
。
こ
の
計
画
に
必
要
な

額
が
「
目
標
額
」
に
な
り
ま

す
。

　
平
成
21
年
度
に
宗
像
市
で

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
す
べ

て
福
岡
県
共
同
募
金
会
へ
送

金
し
、
配
分
委
員
会
な
ど
の

審
査
の
後
、平
成
22
年
度
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
含
む
各

申
請
団
体
な
ど
に
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
に
集

ま
っ
た
募
金
は
「
平
成
22
年

度
共
同
募
金
の
使
い
み
ち

（
表
１
）」
の
よ
う
に
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
「
目
標
額
」
は
、

昨
年
度
実
績
と
同
額
の
１
２

８
３
万
６
８
４
５
円
で
す
。

こ
の
目
標
額
を
達
成
す
る
こ

と
で
、「
平
成
22
年
度
の
使

い
み
ち
（
表
１
）」
の
よ
う

な
事
業
や
活
動
を
平
成
23
年

度
も
安
定
し
て
、
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
全
体
の
「
目
標
額
」
は

１
２
８
３
万
６
８
４
５
円
で

す
が
、「
一
世
帯
で
は
ど
れ

だ
け
の
金
額
を
協
力
し
た
ら

　
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
て
各
世
帯
に
お
願
い
す

る
「
戸
別
募
金
」
を
は
じ

め
、
市
役
所
、
学
校
、
各
福

祉
関
係
団
体
を
対
象
に
図
書

カ
ー
ド
な
ど
の
資
材
を
活
用

す
る
職
域
募
金
、
学
校
や
病

院
、
公
共
施
設
、
事
業
所
な

ど
で
の
募
金
箱
に
よ
る
募
金

　
宗
像
市
の
共
同
募
金
実
績

額
で
は
、
戸
別
募
金
（
各
世

帯
か
ら
の
募
金
）
が
共
同
募

金
全
体
の
約
9
割
を
占
め
、

市
内
の
多
く
の
世
帯
か
ら
の

募
金
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
、
自
治
会
長
や
組

募
金
箱

赤い羽根共同募金始まる！
　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を支援する
ため「社会福祉法」に位置づけられ、毎年10月１日か
ら12月31日までの間、全国一斉に展開されています。

この募金は、市内の全小・中学校での児童・生徒への福祉教育などの取り組みや各地区の福祉会、障
がい児・者への福祉事業に使われています。今年もみなさんのご理解とご協力をお願いします。

「
た
す
け
あ
い
」
の
心

共
同
募
金
は
計
画
募
金

平
成
22
年
度
募
金
の

使
い
み
ち

平
成
22
年
度
の
募
金

目
標
額

一
世
帯
７
０
０
円
の

目
安
額

平
成
21
年
度
の

募
金
実
績
額
は
、

１
２
８
３
万
６
８
４
５
円

多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
い
る
共
同
募
金

ハートがつなぐ地域の輪

い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
に
く
い
た
め
、「
一

世
帯
７
０
０
円
を
目
安
に
協

力
し
て
い
た
だ
く
と
、
計
画

さ
れ
て
い
る
事
業
が
実
施
で

き
ま
す
」
と
目
安
額
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
目
安
額
を
示
す
こ
と

が
強
制
と
受
け
取
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

項目 金額 項目 金額

高齢者の福祉
☆在宅介護者の会への支援
☆小地域ネットワーク活動助成金

450,000円 福祉会活動の支援
☆地域住民の自主的な福祉活動に

3,002,000円

児童・青少年の福祉
☆福祉読本「ともに生きる」に活用
☆福祉教育推進校（園）指定事業など
☆地域福祉文庫連絡協議会活動の支援

1,270,000円
ボランティア活動
☆福祉ボランティア活動連絡協議会への
支援
☆大島地区ボランティア団体助成金など

567,000円

障がい児・者の福祉
☆身体障害者福祉協会への支援
☆手話講習会助成金
☆声の広報配布事業
☆おもちゃ図書館運営支援など

1,636,000円
情報提供・啓発活動
☆社協だよりの発行
☆ホームページの運営

891,400円

母子・寡婦福祉
☆母子・寡婦福祉会への支援

295,000円 共同募金の事務費
☆チラシの作成、資材の購入など

777,950円

県内の福祉施設や災害準備金
☆県内全域を対象とした社会福祉施設や
福祉団体に

☆災害準備金などに

3,947,495円

長
、
事
業
所
や
公
共
施
設
の

職
員
、
学
校
の
先
生
や
児

童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
多
く
の
支
え
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
づ
か
い

が
、
地
域
福
祉
に
大
き
く
活

用
さ
れ
、
よ
り
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
原
動
力

と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

共同募金の使いみち共同募金の使いみち共同募金の使いみち
平成22年度 　平成21年度の募金実績額は、1,283万

6,845円でした。
　この募金は平成22年度、下記の事業に活
用されています。ありがとうございました。

あ
り
ま
せ
ん
。

募
金
目
標
額
を

達
成
す
る
た
め

に
お
願
い
す
る

「
目
安
」
で
す

の
で
、
み
な
さ

ん
の
で
き
る
範

囲
内
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

「募金してくれてありがとう」
お礼に赤い羽根を受け取る女の子

（表１）

共
同
募
金
の
配
分
活
用

�

東
郷
地
区
福
祉
会
会
長　
　

沖　

宗
利

　
今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
10
月
１
日
よ
り
開
始
さ
れ
、
12
月

末
日
ま
で
の
３
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、

自
治
会
を
は
じ
め
、
各
協
力
機
関
、

団
体
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
約
千
三
百

万
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
そ
の
一
部
が
福
祉
会
の
補
助
金
と

し
て
配
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
常
々
よ
り
深
く
感
謝
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
東
郷
地
区
は
平
成
２
年
に
誕
生
し
20
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
更
に
平
成
10
年
に
市
行
政
の
発
案
に
よ
り
各
地
区

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
、
福
祉
事
業
の

強
化
が
図
ら
れ
、
現
在
は
他
の
地
区
に
み
ら
れ
な
い
効
果
を

期
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
も
い
え
る
こ
と
は
、
指
導

者
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
り
持
続
的
な
事
業
や
仕
組
み
に
支
障

を
生
じ
た
り
、
中
断
し
た
り
、
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
欠
如
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
欠
如
を
防
ぐ

た
め
に
、
平
成
22
年
に
、
み
ん
な
が
わ
か
り
や
す
く
、
参
加

し
や
す
く
、
続
け
や
す
い
「
し
く
み
」
が
必
要
で
あ
り
、
５

カ
年
の
中
期
的
な
計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
々

の
生
活
実
態
や
意
向
に
沿
っ
た
「
東
郷
美
」
と
い
う
名
称
を

掲
げ
、
指
導
者
が
変
わ
っ
て
も
、
仕
様
が
一
部
変
わ
っ
て
も
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る
助
成
に
感
謝

～
「
東
郷
美
」
推
進
の
「
し
く
み
」
づ
く
り
を
～

www.a ka i h ane .o r. j p
赤い羽根データベース『はねっと』をご覧ください

【
７
ペ
ー
ジ
上
部
へ
つ
づ
く
】
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社
会
福
祉
協
議
会
が
、
住

民
や
行
政
、
地
域
で
福
祉
活

動
を
す
る
人
や
、
社
会
福
祉

を
目
的
と
す
る
事
業
者
な
ど

と
相
互
に
協
力
し
て
策
定
す

る
民
間
の
活
動
・
行
動
計
画

で
す
。

　
こ
の
計
画
の
内
容
は
、
福

祉
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
見

え
て
く
る
地
域
社
会
で
、
福

祉
課
題
に
取
り
組
む
住
民
や

民
間
団
体
の
活
動
と
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
資
源
の
造

成
・
配
分
活
動
を
、
組
織
と

し
て
体
系
化
し
た
計
画
で

す
。
一
般
的
に
５
年
を
計
画

期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

第
３
次
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、平
成
21
年
度
に「
地

域
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
市

　
第
２
次
計
画
を
策
定
し
て

５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
第
２
次
計
画
に
基

づ
き
「
住
民
主
体
・
住
民
参

画
に
よ
る
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

福
本
義
雄

　
社
会
福

祉
協
議
会

で
は
、「
福

祉
の
里
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
プ
ラ
ン
を
掲
げ
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
日
本
の
社
会
は
、
地
域
の

人
々
と
の
助
け
合
い
で
成
り

立
っ
て
い
た
と
い
う
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

は
核
家
族
化
が
進
み
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け
の

所
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
他

人
に
か
か
わ
る
こ
と
を
避
け

る
と
い
う
風
潮
も
見
受
け
ら

れ
、
近
隣
の
人
と
の
人
間
関

係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、「
手

助
け
が
必
要
な
方
へ
、
必
要

な
支
援
が
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
届
け
ら
れ
る
か
」
と
い
う

課
題
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
介
護
や
発
達

支
援
、
障
が
い
者
支
援
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
福

祉
教
育
の
推
進
な
ど
い
ろ
ん

な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
団
体
と
市

民
の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

宗
像
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
連
絡
協
議
会　

会
長

�
石
津　

朝
子

　
宗
像
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

連
絡
会
、通
称「
宗
像
市
ボ
ラ
連
」は
、

昭
和
60
年
に
発
足
、
現
在
16
団
体
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
主
に
障
が
い
の

あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
柱
に
、「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
し

ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
こ
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
み
な
さ
ま
の
募
金
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る
人
へ
、
円
滑
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
、
み
な

さ
ま
に
深
く
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
側
受
け
る
側
の
、
心
身
の
負
担
を

軽
減
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
ボ
ラ
連
会
員
の
基
礎
講
習
会
、
市
や
県
社
協
に
よ
る

研
修
や
講
演
会
な
ど
の
受
講
、
他
地
区
と
の
研
修
交
流
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
福
祉
活
動
へ
の
指
導
者
派
遣
、
宗
像
市
社
協
主
催
に
よ

る
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
や
養
成
講
座
な
ど
へ
の
講
師
派
遣
、

協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
に
は
、
ほ
ん

の
少
し
の
や
さ
し
さ
や
勇

気
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
へ

の
「
こ
と
ば
か
け
、
手
助

け
」
が
日
常
的
に
行
わ
れ

る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
心

か
ら
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
共
同
募
金

社
会
福
祉
協
議
会

会
長
の
就
任
あ
い
さ
つ

市
民
と
と・

・

・

も
に
創
造
す
る

～
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
ス
タ
ー
ト
～

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は

社
会
福
祉
協
議
会
の

基
本
的
な
活
動
方
針

第
３
次
計
画
の
推
進
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン

民
の
意
識
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
地
域
別
の
課

題
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

上
で
の
福
祉
当
事
者
団
体
や

地
域
福
祉
推
進
団
体
な
ど
が

抱
え
る
課
題
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
業
推
進
上
の
課

題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
「
新
し
い
課
題
」
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
担
う
べ
き
役
割
を
考
え
、

で
き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な

行
動
に
着
手
す
る
時
期
が
来

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
３
月
に

策
定
し
た
第
２
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
（
第
２
次
計
画
）

策
定
後
に
、
国
や
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
、
宗
像
市
の
地

域
福
祉
の
動
向
と
、
第
２
次

計
画
で
実
施
し
て
き
た
事
業

を
注
意
深
く
検
証
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
第
３
次
計
画

の
基
本
的
な
活
動
方
針
を
次

の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

活
動
推
進
」「
住
民
自
治
活

動
と
し
て
の
地
域
福
祉
の
推

進
」「
共
生
の
た
め
の
福
祉

教
育
の
推
進
」「
協
働
の
場

づ
く
り
の
た
め
の
連
絡
調
整

機
能
の
強
化
」「
利
用
者
本

位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
体

制
の
強
化
」「
行
政
と
地
域

福
祉
推
進
団
体
な
ど
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
社
会

福
祉
協
議
会
の
確
立
」「
法

人
経
営
体
制
の
強
化
」
を
、

宗
像
市
や
福
祉
当
事
者
団

体
、
地
域
福
祉
推
進
団
体
な

ど
の
構
成
員
を
含
む
多
く
の

市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
福
祉
会
活
動

や
各
地
域
で
の
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
、
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
充

実
や
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支

え
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

１　

住
民
主
体
・
住
民
参
画

に
よ
る
社
会
福
祉
協
議
会

活
動
の
推
進

２　

住
民
自
治
活
動
と
し
て

の
地
域
福
祉
の
推
進

３　

生
涯
学
習
と
し
て
の
福

祉
教
育
の
推
進

４　

行
政
と
地
域
福
祉
団
体

な
ど
、
協
働
者
と
し
て
の

社
会
福
祉
協
議
会
の
確
立

５　

利
用
者
本
位
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
強

化
６　

法
人
経
営
体
制
の
強
化

＊
基
本
方
針
各
号
の
内
容

は
、
次
号
以
降
の
「
社
協

だ
よ
り
」
で
順
次
紹
介
し

ま
す

＊
「
地
域
福
祉
の
推
進
に
関

す
る
市
民
の
意
識
調
査

報
告
書
」
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://syakyo.

m
unakata.com

）
で

公
開
中
で
す

拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
全
国
的
に

も
希
少
な
「
福
祉
教
育
推
進

計
画
」
の
策
定
と
そ
の
推

進
、
宗
像
市
や
福
祉
当
事
者

団
体
、
地
域
福
祉
推
進
団
体

な
ど
と
の
連
携
強
化
、
離
島

で
の
介
護
保
険
事
業
・
介
護

予
防
事
業
の
充
実
な
ど
、
県

内
で
も
注
目
さ
れ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
し
て
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
５
年
間
で

地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。社
会
福
祉
協
議
会
も
、

本
当
の
意
味
で
宗
像
市
の
地

域
福
祉
を
推
進
・
創
造
す
る

社
会
の
一
員
と
し
て
、ま
た
、

社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た

「
地
域
福
祉
の
推
進
役
」
と

し
て
の
役
割
・
力
量
を
充
実

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時

を
迎
え
ま
し
た
。

　
第
３
次
計
画
の
実
施
に
際

し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
は

総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま

す
が
、
宗
像
市
の
強
力
な
支

援
と
、
市
民
の
参
画
・
協
働

が
不
可
欠
で
す
。

　
今
後
と
も
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
民
間
の
中
心
的
な
存

在
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動
と
、
第
３
次
計
画

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ほんのひととき、介護の手を休めて
� リフレッシュしませんか

～在宅介護者１泊リフレッシュセミナー～

　市内在住の在宅で介護をしている人を対象に「在宅介護者一泊
リフレッシュセミナー」を開催します。
　このセミナーは、在宅介護者のリフレッシュと学習会（個別相
談）を兼ねて、１泊で実施します。介護や介護保険などに詳しい
社会福祉協議会職員や市在宅介護者の会「ひまわり」の役員も同
行します。
　あなたも、ほんのひととき介護の手を休めて、介護や介護保険
に関する学習や相談を通して、同じ介護者との楽しいひとときを
一緒に過ごしてみませんか。
●主　　催　市、社会福祉協議会
●実施期日　10月25日（月）～同26日（火）
●対　　象　市内在住の在宅で介護をしている人
●行　　先　大分県別府市、由布市方面
●宿 泊 地　別府市内（予定）
●参 加 費　１人5,000円
●募集人員　35人
■申込方法　10月15日（金）までに社会福祉協議会☎（37）1300へ

電話で申し込んでください

第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
第
３

次
計
画
）
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
評

議
員
会
と
理
事
会
で
７
月
に
承
認
さ
れ
、

同
計
画
が
８
月
１
日
か
ら
実
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
概
要
を
「
社
協

だ
よ
り
」
の
本
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

方
向
性
を
堅
持
し
、
維
持
、
継
承
す
る
た
め
の
効
率
的
、
効

果
的
な
点
に
着
目
し
た
計
画
で
す
。

　
共
同
募
金
か
ら
の
支
援
金
が
か
か
せ
な
い
財
源
で
す
の

で
、
み
な
さ
ま
方
の
深
い
ご
理
解
で
協
力
を
切
望
い
た
す
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
み
な
さ
ま
及
び
ご
家
族
の
方
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

市内福祉施設での
イベントの手伝いをしています

【
６
ペ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
】
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社
会
福
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法
人

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
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市
民
活
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ム
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宗
像
市
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湊
１
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８
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地
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ら
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宗
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市
大
島
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８
０
９
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ふ
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セ
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タ
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ホ
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ム
ペ
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ア
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レ
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u
n
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m
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
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syakyo
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u
n
akata.co
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玄
海
支
所

大
島
支
所

☎
（
37
）
１
３
０
０

☎
（
34
）
６
０
０
８

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）吉
元
善
清�（
陵
厳
寺
）

・（
故
）新
海
毅
彦�（
城
ヶ
谷
）

・（
故
）井
上
ト
キ�

（
上
八
）

・（
故
）荻
野
ア
サ
カ（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・（
故
）織
田
賢
市（
自
由
ヶ
丘
）

・
江
頭
金
之
介�

（
日
の
里
）

・
占
部
利
長�

（
鐘
崎
）

・
笠
原
勇�

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）今
西
マ
サ
子（
三
郎
丸
）

・（
故
）中
原
ヒ
デ
子�

（
徳
重
）

・（
故
）伊
藤
隆
夫�

（
新
宮
町
）

・（
故
）吉
武
司
富�

（
田
熊
）

・（
故
）大
和
弘�

（
三
郎
丸
）

・
中
村
忠
彦�

（
鐘
崎
）

・（
故
）八
谷
春
子（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）花
田
義
明�

（
牟
田
尻
）

・（
故
）中
村
昭
信�

（
光
岡
）

・（
故
）中
村
和
代�

（
光
岡
）

・（
故
）河
野
幸
人�

（
大
島
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・（
株
）ま
ち
づ
く
り
宗
像

�

代
表
取
締
役
　
花
田
省
蔵

・
ラ
イ
ン
・
オ
ブ
・
ダ
ン
ス

�

代
表
　
小
野
俊
夫

・
福
岡
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム

�

会
長
　
越
本
隆
志

・
目
原
タ
カ
コ�

（
大
島
）

�（
平
成
22
年
８
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随

時
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

「
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
」の
歩
き
方

　
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
に
は

広
々
と
し
た
大
浴
場
と
男
女

日
替
わ
り
の
流
水
浴
槽
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
筋
力
を

鍛
え
る
運
動
器
具
が
設
置
さ

れ
た
機
能
訓
練
室
、休
憩
室
、

和
室
の
大
広
間
、
各
種
会
議

室
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
ラ

ウ
ン
ジ
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

体
育
館
の
よ
う
な
機
能
訓
練

室
で
は
、
ダ
ン
ス
の
練
習
な

ど
も
盛
ん
で
す
。
２
階
の
調

理
実
習
室
で
は
、
料
理
教
室

（
48
人
）
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
絵

画
な
ど
の
美
術
作
品
を
フ
ロ

ア
い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
鑑
賞
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　
利
用
の
仕
方
（
例
）

▽
コ
ー
ス
①

入
浴
→
休
憩
室
（
飲
食
可

能
） 

→
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鑑
賞

▽
コ
ー
ス
②

運
動
器
具
で
汗
を
流
す
→ 

入
浴
→
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鑑
賞 

→
休
憩
室
（
飲
食
可
能
）

▽
コ
ー
ス
③

ギ
ャ
ラ
リ
ー
鑑
賞
→
部
屋

を
借
り
て
会
議
や
楽
器
の

練
習
な
ど
→
運
動
で
汗

を
流
す 

→
入
浴
や
シ
ャ

ワ
ー
→
休
憩
室
（
飲
食
可

能
）

＊
順
不
同
で
す
の
で
、
自
由

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

入
浴

●
入
浴
時
間
　
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
６
～
９
月
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
場
所
　
神
湊
１
１
８
番
地

４

●
料
金

▽
中
学
生
以
上
＝
２
０
０
円

▽
小
学
生
＝
１
０
０
円

▽
小
学
生
未
満
＝
無
料

▽
市
外
＝
３
０
０
円

＊
せ
っ
け
ん
、シ
ャ
ン
プ
ー
、

タ
オ
ル
は
置
い
て
い
ま
せ

ん
の
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
運
動
施
設

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
～

午
後
10
時

●
料
金

▽
市
内
＝
１
０
０
円

▽
市
外
＝
１
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

�

☎
（
62
）
２
６
６
２

利用しやすい大浴場ですよ
ルームランナー２台に筋トレ器具もいろ
いろあります。湖と緑を眺めながらどうぞ

495

495

69

69

釣
川

ゆうゆうぷらざ

神湊

玄海小
●

宗像大社●
福津市

「道の駅むなかた」
●

300

【アドバイザー相談日】13：00〜16：00

【やってみよう！ボランティア体験】
� 13：30〜15：00

相談日 内容 アドバイザー

10／��6 点字点訳 石津　朝子

13 読み聞かせ 野田　美子

20 朗　　読 西田　和子

27 手　　話 黒田千穂子

11／10 朗　　読 西田　和子

17 全　　般 藤原　浩美

24 点字点訳 石津　朝子

12／��1 手　　話 黒田千穂子

8 朗　　読 西田　和子

15 全　　般 藤原　浩美

22 読み聞かせ 野田　美子

10／ 6 点字点訳体験

11／10 朗読体験in大島地区

12／15 世代間コミュニケーション

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

�
「
宗
像
市
」
を
築
こ
う
！

～「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」～

　

今
回
の
ス
ク
ー
ル
は
、
福

祉
と
環
境
分
野
に
関
す
る
体

験
学
習
や
交
流
学
習
を
中
心

に
開
催
し
、
小
学
２
年
生
か

ら
中
学
２
年
生
の
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
会
う
仲
間
と
顔
を

あ
わ
せ
た
初
日
。
み
ん
な
で

楽
し
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基

本
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
状
況
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
活
動

の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。
家

庭
か
ら
出
る
燃
や
す
ご
み
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

生
ご
み
水
切
り
を
実
践
す
れ

ば
、
年
間
２
０
０
０
万
円
以

上
の
経
費
を
節
約
で
き
る
そ

う
で
す
。

　
学
習
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
利
用
し
て
水
切
り
器
具
を

作
り
ま
し
た
。「
ひ
と
し
ぼ

り
で
生
ご
み
減
量
」
を
合
い

言
葉
に
家
庭
で
で
き
る
エ
コ

活
動
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
水
切
り
器
具
と

手
紙
を
土
産
に
、
自
由
ヶ
丘

地
区
福
祉
会
や
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
「
い
き
い

き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
世

代
間
交
流
を
楽
し
み
ま
し

た
。
手
品
や
合
唱
な
ど
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
大
盛
況
。

工
夫
を
凝
ら
し
、
地
域
の
高

齢
者
を
温
か
い
目
で
見
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、福
岡
市
の「
臨

海
３
Ｒ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
、

ご
み
燃
焼
工
場
の
見
学
と
紙

す
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
古

紙
が
し
お
り
に
大
変
身
。
再

資
源
化
の
過
程
を
体
感
し
ま

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
車

や
地
下
鉄
を
利
用
し
た
外
出

行
事
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
目
的
地
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

岡
ハ
ー
ト
パ
ー
ク
」
が
開
催

さ
れ
る
福
岡
市
の
大
濠
公
園

　
今
回
の
学
習
を
振
り
返
る

と
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す

い
「
宗
像
市
」
に
向
け
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
行

政
、
民
間
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

協
力
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。ま
と
め
に
、

み
ん
な
で
「
自
分
た
ち
に
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

を
考
え
ま
し
た
。「
高
齢
の

人
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
た

ら
手
伝
う
」「
資
源
の
再
利

用
を
心
が
け
、
分
別
し
て
ご

み
を
捨
て
る
」
な
ど
意
欲
的

な
も
の
ば
か
り
で
す
。
小
さ

な
行
動
が
大
き
な
目
標
を
達

成
す
る
と
信
じ
、
日
々
実
行

し
よ
う
と
誓
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
楽

し
め
る
「
や
っ
て
み
よ
う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
毎
月
１

回
開
催
中
で
す
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
、

ど
ん
な
も
の
な
の
？
」
な
ど

の
疑
問
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー
（
11

月
10
日
の
み
大
島
地
区
ふ

れ
愛
セ
ン
タ
ー
）

●
申
し
込
み
　
不
要

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎（
34
）２
４
１
１　

フ
ァ
ッ
ク
ス（
34
）２
４
２
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

a
a
w
0
9
1
8
0
@
h
k
g
.o
d
n
.n
e
.jp

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
す
。「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
福
岡
ハ
ー

ト
パ
ー
ク
」
で

は
、
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
が
描
い
た
絵
を

旗
に
し
て
、
大
濠
公
園
の
街

路
灯
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送

局
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
書
い
た
詩
に
、
著
名

人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
絵
な

ど
を
添
え
た
「
ハ
ー
ト
展
」

も
同
時
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
電
車
の
時
刻
や

乗
換
方
法
を
自
分
た
ち
で
調

べ
る
な
ど
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決

め
て
い
き
ま
す
。

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
障
が

い
の
あ
る
相
談
員
）
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
計
画
を

立
て
、
楽
し
い
1
日
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
い
内
容
や
行
程
は
、

同
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
31
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時

（
予
定
）

＊
荒
天
時
は
11
月
7
日（
日
）

に
延
期

●
事
前
打
ち
合
わ
せ
日
時

　
10
月
24
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午

＊
希
望
者
の
み

●
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人

●
定
員
　
先
着
20
人

●
参
加
費
　
交
通
費
、
昼
食

代
な
ど
実
費
負
担

●
申
込
締
切
日
　
10
月
15
日

（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

同
セ
ン
タ
ー

�
☎
（
34
）
２
４
１
１

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
＝
（
34
）
２

４
２
２

電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う

保
健
福
祉
会
館

市内在住の人のみ
入浴回数券
（12枚2,000円）

健康器具回数券
（12枚1,000円）

詳しくは、ゆうゆうぷらざへ

� ☎62（2662）

発
売
中

ペットボトルで
水切り器具作成中

コ
イ
ン
が
な
か
な
か
つ
か
め
ま
せ
ん

（
高
齢
者
擬
似
体
験
中
）

第
１
土
、日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎（
37
）４
１
０
０　

フ
ァ
ッ
ク
ス（
37
）４
１
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
日
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
日


